
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3016 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 
(学)暮らしの情

報 

単位数 
１単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 教員作成プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・日常的な課題を題材としながら、「文書処理ソフト」「表計算ソフト」「プレゼンテーションソ

フト」の活用方法を重点的に学習し、効果的に情報伝達を行う技術を学んでいきます。 

・実習では今まで学んだ内容も振り返りながら取り組んでいくので、あきらめずに取り組みましょ

う。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

①適切な情報伝達を実現するために必要な技能を習得し、理解を深める。 

②日常起こりうる情報伝達やコミュニケーションの課題を発見し、その解決に向けて情報伝達や 

 情報デザインの技術を適切かつ効果的に用いる力を養う。 

③情報伝達やコミュニケーションの場面において情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報

化社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

適切な情報伝達を実現する

ために必要な技能を、実習

を通して理解し、関連する

技術、情報活用能力を身に

付ける。 

日常起こりうる情報伝達やコ

ミュニケーションの課題を発

見し、その解決に向けて情報

伝達や情報デザインの技術を

適切かつ効果的に用いてい

る。 

情報伝達やコミュニケーショ

ンの場面においての情報化社

会との関わりについて考えな

がら、問題の発見・解決に向

けて主体的に情報と情報技術

を活用し、自ら評価改善しよ

うとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

文

書

処

理 

ソ 

フ 

ト 

の 

活

用 

・情報伝達のための 

文書処理ソフトの活用 

a:効果的な情報伝達を行うため

に文書処理ソフトでできる手

段や表現方法について理解し

ている。 

b:効果的な情報伝達を行うため 

に、適切な表現形式や方法を考

え、判断している。 

c:文書処理ソフトの機能の意味、

適切な表現形式などに関心を持

っている。適切な情報伝達につい

て関心を持ち、適切に情報発信し

ようとしている。 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

操

作

に

お

け

る

効

率

的

な

操

作

方

法 

・キーボードのキーの役割に 

ついて 

・効率的なコンピュータ操作 

a:キーボードのキーの役割につ 

いての知識を確認するととも

に、効率的なコンピュータ操作

方法について理解している。 

b:状況に応じて必要となる適切 

な操作を考え、判断している 

c:キーの役割や操作方法によっ

て、コンピュータでどのように表

現されるか関心をもっている。 

 

ワークシ

ート 

 

定期考査 

ワークシ

ート 

 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 
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後
期 

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ 

ョ 

ン 

ソ 

フ 

ト 

の 

活

用 

 

・情報伝達のためのプレゼ

ンテーションソフトの活用 

a:プレゼンテーションソフトで

できる手段や表現方法について

理解している 

b:効果的な情報伝達を行うため

に、プレゼンテーションソフトを

用いて適切な表現形式や方法を

考え、判断している。 

c:プレゼンテーションソフトの

活用方法を身に付けようとして

いる。プレゼンテーションソフト

を用いて受け手にわかりやすく

表現しようとしている。 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

ワークシ

ート 

 

表

計

算 

ソ 

フ 

ト 

の 

活

用 

・情報伝達のための 

表計算ソフトの活用 

a:効果的な情報伝達を行うため

に表計算ソフトでできる手段

や表現方法について理解して

いる。 

b:効果的な情報伝達を行うため 

に、適切な表現形式や方法を考

え、判断している。 

c:表計算ソフトの機能の意味、適

切な表現形式などに関心を持っ

ている。適切な情報伝達について

関心を持ち、適切に情報発信しよ

うとしている。 

 

ワークシ

ート 

 

定期考査 

ワークシ

ート 

 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


